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今
日
の
東
京
の
神
社
で
行
わ
れ
る
祭
礼
の
中
心
は
、
神
輿
渡
御

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
在
り
方
が
い
っ
た
い
い
つ
頃
に
ま
で
遡

る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
存
外
知
ら
れ
て
は
い
な

い
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
素
朴
な
疑
問
に
答
え
る
形
で
、
専
ら
近

世
（
江
戸
）
か
ら
の
祭
礼
行
事
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
執

筆
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
江
戸
時
代
、
神
田
明
神
（
神
田
神
社
）
や

江
戸
山
王
権
現
社
（
日
枝
神
社
）、
浅
草
三
社
権
現
（
浅
草
神
社
）、

亀
戸
天
満
宮
と
い
っ
た
大
き
な
神
社
の
祭
礼
に
は
、
山
車
が
出
さ

れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
江
戸
時
代
後
期
の
神
田
祭
（
天
下
祭
）

に
は
四
五
本
前
後
が
出
さ
れ
る
こ
と
が
江
戸
幕
府
に
よ
り
決
め
ら

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
、
そ
れ
ま
で
の
幕
府
の
公
式
年

中
行
事
と
し
て
の
規
定
が
解
除
さ
れ
、
山
車
の
数
は
、
各
氏
子
町

の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
徐
々
に
減
少
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
理

由
に
は
、
近
代
に
な
っ
て
設
置
さ
れ
た
電
線
の
障
害
が
あ
っ
た
こ

と
、
更
に
根
源
的
な
理
由
と
し
て
「
氏
子
組
織
の
変
化
や
財
政

難
」
を
挙
げ
て
い
る
。
一
方
、
今
日
の
東
京
の
祭
礼
行
事
の
中
核

と
し
て
神
輿
渡
御
が
担
う
に
至
っ
た
源
流
を
、
明
治
四
二
年
に
盛

大
に
行
わ
れ
た
深
川
八
幡
祭
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、

近
代
に
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
町
内
会
に
根
差
す
氏
子
町
に
よ
る
大

小
様
々
の
町
神
輿
の
興
隆
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
十
年
の

神
田
祭
に
て
、
町
神
輿
と
し
て
の
女
神
輿
が
担
が
れ
た
こ
と
の
報

告
を
契
機
と
し
て
、
女
性
と
祭
礼
行
事
と
の
関
係
。
あ
る
い
は
、

江
戸
の
祭
礼
に
於
い
て
、
最
も
注
目
を
集
め
た
「
附
祭
」（
万ま
ん

度ど

・

練
物
・
造
つ
く
り

物も
の

な
ど
で
構
成
さ
れ
た
行
列
）
の
在
り
様
と
、
現
代
の
神

田
祭
で
の
復
活
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
神
田

明
神
の
氏
子
町
で
あ
る
外
神
田
の
江
戸
時
代
か
ら
の
変
遷
。
節
分

行
事
や
初
午
祭
な
ど
の
江
戸
の
伝
統
文
化
が
近
代
に
於
い
て
、
ど

の
よ
う
に
廃
絶
さ
れ
そ
し
て
復
活
し
た
の
か
。
と
い
っ
た
問
題
な

ど
、
今
日
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
た
神
社
の
祭
礼
・
祭
祀
の
沿

革
が
、
江
戸
・
東
京
と
い
う
空
間
軸
の
下
に
平
易
に
描
写
さ
れ
て

い
る
。
本
書
を
通
じ
て
、
神
道
文
化
が
土
地
に
根
差
す
も
の
で
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
で
き
よ
う
。

岸
川
雅
範
著
　
　〈
角
川
選
書
〉

『
江
戸
の
祭
礼
』

　
　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

令
和
二
年
二
月　

四
六
変
形
判　

二
六
四
頁　

本
体
一
七
〇
〇
円
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紹　　介
問
芝
志
保
著

『
先
祖
祭
祀
と
墓
制
の
近
代
―
創
ら
れ
た
国
民
的
習
俗
―
』

　
　

春
風
社　

令
和
二
年
十
月　

Ａ
5
判　

三
六
二
頁　

本
体
五
〇
〇
〇
円

　

本
書
は
、
宗
教
社
会
学
的
な
「
宗
教
と
近
代
」
と
い
う
主
題
の

検
討
対
象
と
し
て
「
先
祖
祭
祀
」「
墓
制
」を
据
え
、
独
自
の
視
点

に
よ
っ
て
新
境
地
を
開
拓
し
て
き
た
著
者
の
博
士
（
文
学
）
学
位

請
求
論
文
に
加
筆
・
修
正
が
施
さ
れ
、
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
お
い
て
、
著
者
は
、
主
な
研
究
対
象
を
言
説
お
よ
び
モ
ノ

と
す
る
こ
と
で
、「
先
祖
祭
祀
」「
墓
制
」
を
め
ぐ
る
既
往
研
究
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
〈
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
／
固
有
信
仰
〉
や

〈
国
家
権
力
／
民
衆
〉
と
い
う
二
分
法
的
な
枠
組
み
を
乗
り
越
え
、

近
代
化
と
い
う
社
会
変
動
が
も
た
ら
し
た
そ
の
変
容
を
丁
寧
に
跡

付
け
よ
う
と
す
る
立
場
に
た
つ
。

　

内
容
を
確
認
す
れ
ば
、
全
三
部
の
う
ち
、
第
Ⅰ
部
に
お
い
て
は

穂
積
陳
重
や
穂
積
八
束
、
井
上
哲
次
郎
ら
知
識
人
に
よ
る
「
先
祖

祭
祀
」
論
を
、
彼
ら
自
身
が
身
を
置
い
た
地
位
か
ら
く
る
「
拘
束

性
」
や
当
時
の
時
代
・
社
会
状
況
を
重
視
し
て
捉
え
直
し
、
そ
の

展
開
が
「
対
外
発
信
→
内
面
化
→
規
範
・
実
体
化
」
を
辿
っ
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
Ⅱ
部
に
お
い
て
は
、
特
に
東
京
・

札
幌
と
い
っ
た
都
市
部
を
中
心
に
政
府
主
導
で
整
備
さ
れ
て
い
く

「
墓
制
」
に
着
目
し
、「
世
俗
化
」「
西
洋
化
」
の
様
相
を
表
し
て
い

く
過
程
を
描
き
出
し
、
こ
の
よ
う
に
政
府
が
近
代
社
会
に
相
応
し

い
と
考
え
た
墓
地
の
あ
り
方
を
「
近
代
墓
制
」
と
定
義
す
る
。
第

Ⅲ
部
に
お
い
て
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
し
て
「
墓
癖
家
」

「
掃
苔
家
」「
墓
相
家
」
と
い
っ
た
存
在
と
人
々
と
を
回
路
に
し
て

繰
り
広
げ
ら
れ
た
、
墓
と
い
う
モ
ノ
に
投
影
さ
れ
た
宗
教
的
言
説

が
検
討
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
墓
自
体
が
備
え
る
表
徴
性
ゆ
え
に

「
全
て
の
日
本
人
が
、
あ
る
べ
き
墓
に
祀
ら
れ
る
べ
き
」
と
の
意

識
や
実
践
が
生
み
出
さ
れ
、
根
付
い
て
い
っ
た
こ
と
を
跡
付
け
る
。

　

現
代
日
本
は
、
平
成
十
六
（
二
〇
〇
四
）
年
を
ピ
ー
ク
に
百
年

間
で
明
治
時
代
後
期
の
水
準
へ
と
総
人
口
が
激
減
し
て
い
く
と
い

う
、
千
年
単
位
で
も
類
を
見
な
い
社
会
変
動
の
最
中
に
あ
る
。
死

者
と
い
う
「
生
き
て
い
た
」
人
々
へ
の
意
識
と
態
度
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
変
容
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。
来
し
方
行
く
末
を
思
う

時
、
著
者
の
仕
事
に
学
ぶ
こ
と
は
あ
ま
り
に
多
い
の
で
あ
る
。
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戦
時
下
の
日
本
に
お
い
て
社
会
を
席
巻
し
た
と
言
わ
れ
る
標
語

「
八
紘
一
宇
」。
神
武
天
皇
の
「
橿
原
建
都
の
令
―
八
紘
為
宇
の

詔
」
よ
り
造
ら
れ
た
こ
の
標
語
を
め
ぐ
っ
て
は
、
保
守
派
よ
り
は
、

そ
の
道
義
性
に
着
目
し
た
肯
定
論
が
、
革
新
派
か
ら
は
、
侵
略
性

に
重
き
を
置
い
た
否
定
論
が
あ
り
、
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
評
価
が
分
か
れ
る
原
因
は
、
戦
前
の
日
本
に
お
い
て

「
八
紘
一
宇
」
が
多
種
多
様
な
用
い
ら
れ
方
を
さ
れ
て
き
た
こ
と

に
あ
る
。
同
じ
用
語
で
あ
り
な
が
ら
、
時
に
革
新
的
で
あ
り
時
に

保
守
的
で
あ
り
、
時
に
侵
略
的
で
あ
り
時
に
道
義
的
で
あ
り
、
あ

る
い
は
信
仰
的
で
あ
る
場
合
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦

後
の
「
八
紘
一
宇
」
論
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
黙
殺
し
、
戦

争
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
視
座
と
し
た
、
平
面
的
・
一
面
的
な
理
解
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、「
多
様
性
に
こ
そ
八
紘
一
宇
の

本
質
が
あ
る
」
と
理
解
す
る
黒
岩
氏
が
、「
八
紘
一
宇
の
通
史
的

検
証
を
通
し
て
、
そ
の
多
様
性
を
含
め
た
実
態
を
究
明
し
た
」
も

の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
会
思
想
の
一
形
態
と
し
て
の
「
八

紘
一
宇
」
の
多
重
構
造
を
解
き
明
か
し
、
戦
後
の
「
八
紘
一
宇
」

理
解
が
、
い
か
に
平
面
的
・
一
面
的
で
あ
る
か
を
立
証
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
言
え
る
。
本
書
は
、
大
き
く
二
編
に
分
か
れ
る
。
第

一
編
「
八
紘
一
宇
の
展
開
」
で
は
、
中
央
に
お
け
る
「
八
紘
一

宇
」
の
展
開
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
れ
が
国
是
と
さ
れ

る
ま
で
の
過
程
を
論
じ
、
第
二
編
「「
八
紘
一
宇
」
と
地
域
主
義
」

で
は
、
今
も
宮
崎
県
に
建
つ
「
八あ

め
つ
ち
の
も
と
は
し
ら

紘
之
基
柱
」
を
事
例
と
し
て
、

そ
の
建
設
に
関
わ
っ
た
人
物
（
相
川
勝
六
・
田
中
智
学
な
ど
）
と
そ

の
思
想
の
検
証
を
通
じ
て
、「
八
紘
一
宇
」
の
展
開
に
地
域
主
義

が
寄
与
し
た
こ
と
を
論
ず
る
。
黒
岩
氏
の
立
場
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
保
守
派
に
近
い
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
捉
わ
れ
ず
、
実
証

的
に
考
察
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。
本
書
は
「
八
紘
一

宇
と
い
う
社
会
思
想
史
上
か
つ
て
な
い
影
響
を
与
え
た
用
語
の
全

体
像
の
解
明
を
最
終
的
な
目
標
に
据
え
る
途
上
段
階
の
一
試
論
」

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
時
下
日
本
の
思
想
史
研
究
に
一
石
を
投

じ
る
意
欲
作
で
あ
る
。

黒
岩
昭
彦
著

『「
八
紘
一
宇
」
の
社
会
思
想
史
的
研
究
』

　
　

弘
文
堂　

令
和
四
年
六
月　

Ａ
5
判　

三
二
六
頁　

本
体
四
五
〇
〇
円
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紹　　介
由
谷
裕
哉
編

『
能
登
の
宗
教
・
民
俗
の
生
成
』

　
　

桂
書
房　

令
和
四
年
九
月　

Ａ
5
判　

一
六
八
頁　

本
体
二
五
〇
〇
円

　

石
川
県
七
尾
市
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の
と
鉄
道
西
岸
駅
に
は
、
利

用
客
の
た
め
の
ノ
ー
ト
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ

メ
「
花
咲
く
い
ろ
は
」
の
フ
ァ
ン
が
書
き
込
む
た
め
に
置
か
れ
た

ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
置
か
れ
て
い
た
第
一
冊
目
の

ノ
ー
ト
に
、
利
用
客
の
少
な
さ
を
危
惧
す
る
複
数
の
書
き
込
み
を

見
た
編
者
の
由
谷
氏
は
、
こ
こ
か
ら
「
こ
の
こ
と
が
能
登
全
体
の

人
口
動
態
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
こ
と
、
い
ま
一
方
で
、
そ
れ
と

能
登
の
宗
教
・
民
族
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
動
向
と
が
あ
ま

り
に
も
乖
離
し
て
い
る
こ
と
」（
緒
論
）
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に

す
る
。
本
書
は
、
こ
の
「
変
貌
す
る
能
登
と
能
登
研
究
と
の
乖
離
」

を
埋
め
る
べ
く
、
能
登
半
島
の
宗
教
・
民
俗
に
関
す
る
こ
れ
ま
で

の
捉
え
方
の
代
案
を
求
め
る
と
い
う
意
図
の
も
と
に
編
集
さ
れ
て

い
る
。
本
書
で
代
案
と
し
て
提
示
さ
れ
る
の
は
、
①
「（
漂
着
文
化

論
の
よ
う
な
他
所
か
ら
の
一
方
的
な
影
響
で
は
な
く
）
交
通
・
交
流
」、

②「（
エ
テ
ィ
ッ
ク
に
比
較
可
能
な
枠
組
み
に
捕
ら
わ
れ
な
い
）イ
ー
ミ
ッ

ク
な
志
向
」、
③「（
真
宗
以
外
を
含
む
）仏
教
文
化
」、
④「（
起
源
の
探

求
や
消
滅
す
る
民
俗
の
記
録
で
は
な
く
）生
成
す
る
こ
と
へ
の
注
目
」

と
い
う
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
本
書
は
、
由
谷
氏
の
「
緒
論
」

の
ほ
か
、
鏑
木
紀
彦「
能
登
国
石
動
山
大
蔵
坊
の
里
修
験
―
加
賀

国
宝
光
院
（
延
寿
寺
）
の
事
跡
か
ら
―
」、
由
谷
裕
哉
「
能
登
に
お
け

る
郷
土
研
究
の
目
覚
め
か
ら
終
焉
ま
で
―
宗
教
と
民
俗
を
中
心
に

―
」、
本
林
靖
久
「
能
登
の
真
宗
民
俗
と
女
性
―
嫁
の
コ
ン
ゴ
ウ
参

り
を
中
心
に
―
」、
干
場
辰
夫
「
鵜
祭
再
考
―
古
文
書
か
ら
「
鵜
祭

＝
年
占
」
説
を
問
う
―
」
の
四
編
の
論
考
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
で
「
生
成
」
と
い
う
視
点
を
共
有
し
、
能

登
半
島
の
宗
教
・
民
俗
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
捉
え
方
の
代
案
を

求
め
よ
う
と
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
失
わ
れ
て
ゆ
く
民

俗
事
象
の
記
録
と
記
述
、
文
化
財（
文
化
遺
産
）に
認
定
さ
れ
た
事

物
の
保
存
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
交
通
・
交
流
に
よ
っ
て「
何
が

生
成
し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
観
点
は
、
能
登
の
み
な
ら
ず
、
他

地
域
の
宗
教
・
民
俗
を
再
考
す
る
際
に
も
有
効
な
視
点
と
な
ろ
う
。


